
単元 

 

 

タイトル： 

 

 

キーワード：（5個以内） 

 

 

０－１．単元目標 

単元目標： 

（単元終了

後に目指す

子供の姿） 

日本資本主義の成長、米騒動と社会運動、普通選挙法と治安維持法に着目して、急速な経済成長

による経済核の発生が社会運動への展開とつながっていくことを考察できるようになる。 

単元目標を

達成するた

め の 手 立

て・工夫 

語句の羅列や暗記にとどまらないように、与えられた１つのテーマに対してグループ学習をおこ

なう。 

必要に応じて ICT機器を活用する。 

風刺画や漫画などの資料を組み合わせて時代背景などを読み取る。 

 

０－２．本単元における本時の位置づけ（単元計画） 

 項目 時 授業目標・主たる学習活動・学習内容 

日本資本主義の成

長 

1 【本時】 

目標：日本資本主義の成長について興味を持つことができる 

内容：日本資本主義の成長への理解 

米騒動と社会運動 2 目標：米騒動の原因について、諸資料を通して考察する 

内容：米騒動の発生原因について理解 

普通選挙法と治安

維持法 

3 目標：普通選挙法と治安維持法の制定される過程について理解する 

内容：普通選挙法の制定、治安維持法の制定 

 

１．授業目標：（（言 で） 

 

 

２．授業目標：（（ある程度具体的に） 

 

高校 第 2学年 日本史A 両大戦間の世界と日本 日本資本主義の成長 

急速な経済成長は、日本にどのような変化をもたらしたのだろうか？ 

第言次世界大戦 日本資本主義 船成金  

第言次世界大戦が日本の経済や社会にあたえた影響について考察する。 

急速な経済成長が日本にもたらした変化について、自分の考えをノートに記している。 

大戦景気の資料から、当時の社会や経済の特色について読み取れている 

第言次世界大戦による日本資本主義の急速な成長が資本家や地主と貧困層との経済格差を生み出したことを

理解する。 



３．本教材のポイント 

 

 

４．授業デザイン（展開） 

１．（例）導入 

＜活動内容＞ 

・前時までの学習内容を確認する 

 

 

 

 

 

・本時の問いを確認する 

「第言次世界大戦は日本の経済や社会にどのような

変化をもたらしたか？」 

 

 

・各班に与えられる資料と各班員の役割についての

説明を聞く。 

＜指導上の留意点＞ 

・前時までの学習内容（第言次世界大戦発生～第言

次次世界大戦後の日本を取り巻く世界情勢）と本時

の繋がりを意識させ、本時の問いへと繋げる。 

例）「第言次世界大戦によって、日本は21か条の要求

やロシア革命の干渉をおこなったけど、日本の経済

や社会にも大きな影響をあたえていた」 

・１～３班は資料 A「貿易額の推移」、４～６班は資

料 B「民衆の窮乏」、７～９班は資料 C「鍬鋤捨て

て」「地主の推移」の読み取りを行うことを説明す

る。 

 

・各班員に司会、書記、黒板、発表を割り当て、各

役割の内容について丁寧に説明する。 

２．展開① 

＜活動内容＞ 

・班ごとに与えられた資料について話し合う。 

 

【資料A 着眼点】 

・大戦景気によって日本は債務国から債権国に変化

できたのか 

・輸入よりも輸出が多いということは、日本にどの

ような影響を与えるのか 

【資料B 着眼点】 

・大戦景気によって実質賃金はどうなっているか（ 

・物価上昇指数や実質賃金指数はどうなっているか 

【資料C 着眼点】 

・着眼点（50（町歩以上の地主は、大戦景気前後でどう

変わっているか（ 

・なぜ大地主の数が増えたの 

＜指導上の留意点＞ 

・話し合いの進まないグループに対しては、資料の着

眼点を問いかけ支援する。 

 

・各グループへ支援を行う際に、生徒同士の交わり

方に注意する。（話し合いに参加しない生徒は、体の

向きや聞く姿勢を、どうすればよいか問いかけを行

う等） 

・生徒の思考が深化するような問いかけになるよう

に注意する。（「なぜ」が考えられるような問いかけ 

） 

 

＊グループワークに参加する事ができている。 

＊グループ内での発 などをノートにメモする事が

できている。 

３．展開② 

＜活動内容＞ 

・班ごとに与えられた資料に対する答えを黒板に書

かせる 

＜指導上の留意点＞ 

・黒板係が書きに出るように指示をする。 

・まとめが進まないグループに対しては、グループの

本教材は思考力が備わっていない生徒でも、グループ学習を通して、対話的な学びができるように、班ごと

に資料与えられた資料を読み解くようにした。最後に各班が読み解いた内容から、本時の問い対する答えを

グループでまとめることで、総合的な思考する力がつくようにした。生徒の学習状況や思考力に応じて、班

ごとに１つの資料を読み解くのではなく、最初から３つの資料を与えて総合的に考えてもよい。 



 

 

 

・それぞれの資料に対する発表を行う 

 

 

進行具合に応じた発問をおこない、まとめが進むよ

うに支援する。 

 

・各グループへの発表の際に、必ず各グループが発表

した内容に対し、注目した点やまとめに至った経緯

がわかる問いかけを行う。 

 

・各資料に対する答えに共通する部分などを生徒に

考えさせ、簡単にまとめる。生徒の理解度に応じ

て、共通する部分は教師が強調をおこなったりする

ことで生徒自身が気づけるようにする 

 

＊与えられた役割を行うことができているか。 

＊聞く姿勢を作る事ができている。 

 

４．まとめ 

＜活動内容＞ 

・各班の発表を踏まえて、本時の問いについてグルー

プで考え、A３の用紙にまとめる 

 

模範解答 

「第言次世界大戦は、日本に好景気をもたらした言

方で、物価高で田畑を捨てて都会へ移動する人と、

好景気によって富を集めた人の貧富の差が拡大した 

＜指導上の留意点＞ 

・各資料に対する答えを踏まえたまとめが出来るよ

うに机間支援をおこなう。 

 

＊本時の問いに対するまとめを行うことができてい

るか。 

 

 

５．作成者から言 ：（何かコメントがあればお願い致します） 

 

 

  

教師側からの問いかけが大切です。授業内容に関する問いかけだけではなく、姿勢や態度に関しても厳しく

注意するのではなく、「どうすればよいか」問いかけをおこなうように心がけてください。 



●板書案 

本時の問い 

「第一次世界大戦は日本の経済や社会にどのような変化をもたらしたか？」 

 

・役割          

司会 書記 

黒板 発表 

 

１班                   ４班                  ７班 

 

 

 

 

２班                    ５班                  ８班 

     

 

              

 

３班                    ６班                   ９班 

輸出額が輸入額を上回

り、債務国から債権国

へ変化した 

世界大戦発生してから

輸出額が輸入額を上回

っている 

・・・ 

（上記と同様の内容） 

賃金指数はあがってい

るが実質賃金指数は下

がっている 

実質賃金指数は下がっ

ている 

物価上昇指数は上がっ

ている 

地主の数が増えている 

農村から都会に向かっ

て人が移動している 

地主の数が増えたのは、農

村を捨てて都会へ移住した

人が増えたから 

・・・ 

（上記と同様の内容） 

・・・ 

（上記と同様の内容） 

・・・ 

（上記と同様の内容） 


